
本学の教育ミッション（真理の探究と人間の尊厳を基盤として、福祉社会の構築を推進する人材養成の国際的な拠点となることをめざす） 

本学の教育ビジョン（1. 福祉社会開発」を基軸として、多様な研究成果を体系化し、その背丘を国内外に積極的に発信することによって、アジアを中心とする国際的な研究推進の拠点となる。） 

                       (2. 多様な専門領域から新しい時代の人間福祉の総合的な探求を進め、その成果を教育に反映させて、福祉社会を担う人材を幅広く育成する。) 

                       (3. 人間と自然への愛を育み、豊かな人格形成をめざす青年期一貫教育、現代的教養教育の創造をめざし、教育内容と方法を整備改善する。) 

                       (4. 新しい時代の教育ニーズに応え、国内外に学びのネットワークを形成する。) 

                       (5. 学生・院生・教職員が多面的に交流し、育ちあう場としてキャンパスを活性化し、地域に根ざした大学として、地域社会の発展に寄与する研究・教育活動を積極的に展開する。)  

１次案 
2005.9.8 
 
 

 
 
 

・「多様化する福祉の担い

手」というような全学共

通科目を設け現職者も含

めたリレー講義を行う。 
・1 年生後期に学部横断的

なテーマ別プロジェクト

を組織し、問題発見・問

題意識の共有、解決に向

けての共同した体験をさ

せる。 
・講義概要・シラバスを

学生に分かりやすいもの

に改める。 

入学前教育・高大連携 初年次教育 教養教育 専門教育 学習支援・キャリア開発 課外活動支援 教育力向上 環境整備・管理運営

AO や推薦入試の受験生た

ちが、明確な学習動機を持

てるようになり、高校での

学力レベル向上に意欲を持

つことができるようにす

る。本学に、早くから親近

感を持てるようにする。 

１．(福祉人材のイメージ

提示) 
 多様な福祉人材のイメ

ージが形成でき、その

ための学習目標と教材

の提示ができるように

する。 

２．（志願者・推薦合格者

対応） 
 AO 志願者・友の会会

員・推薦入試合格者に入

学前の学習機会を提供

し、学習動機付けを行な

うと同時にと学習意欲が

向上するようにする。 

本学で 4 年間学ぶ上での可

能性や期待感を具体的に実

感でき、学ぶ意欲を高める

ことができる。ある程度の

学習計画ができるようにす

る。 

１．（大学を知る） 
 大学の施設や環境、歴

史や文化、学生支援サー

ビスなどについて知らせ

る。 

２．（方向感覚を持つ） 
 専門教育で学ぶ理由と

その目指すものを明確に

伝えると同時に、学習目

標、学習の成果、学習活

動、成績評価方法、教育･

学習方法について明確に

伝える。 

グローカルな視野を持つ福

祉マインドを育む。21 世紀

に求められるモラルや価値

観・人間観を養う。大学で

学ぶことの意義を学生自身

が理解できるようにする。

これからの時代に必要とさ

れる知識・技能を問い直す。 

１．（全学共通教養） 
 21 世紀に求められる教

養を問い直し、学生が理

解できるようにする。 

２．（コミュニケーション

能力） 
 グループ作業、読み書

き話すの能力、情報活

用力、資料検索力を身

に付けさせるようにす

る。 

グローバルな視点を持ち、

福祉コミュニティとネット

ワークの形成をリードする

人材の養成をめざす。 

１．（人材養成研究） 
 専門性に裏打ちされた

教養人材の研究に基づく

コア・カリキュラムを開

発する。 

２．（インスティテュー

ト） 
日本の福祉を代表する

にふさわしい、学部・学

科の枠を超えた履修コー

スプログラムを開発す

る。 

学生が自らの成長に合わせ

た学習目標とプログラムの

提示を受けることができ、

福祉人材として多様な領域

で活躍できるキャリアを身

に付けることができるよう

にする。 

１．（学習プログラム） 
 学生一人一人が、その

成長に合わせた学習プロ

グラムのアドバイスが受

けられるようにする。 

２．（障害のある学生対

応） 
 障害のある学生の学習 
支援体制を前進させる。 

学生の人格形成や学習動機

への契機となり、自主性や

自律性を養うことができる

できるようにする。 

２．（学生自治会等） 
 大学共同体における教

職員とのパートナーたり

うるように援助する。 

教育の改善・改革とその評

価ができるようにして教育

の質の向上が組織的にでき

るようにする。 
教員の教育支援が組織的に

できるようにする。 
 

１．（FD） 
 全学で FD 活動が行わ

れ、教育実践に生かされ

るようにする。 

２．（教育支援） 
 教員の教育力を高める

ための支援方策を用意す

る。 

学生が、安全・安心・安定

して学ぶことのできる学内

外環境を準備する。 
通学・通信融合の教育シス

テムを開発する。 
 

１．（安全） 
 学内外の防犯・防災等

の対策がなされて、安心

して学ぶことのできる環

境とする。 
 

２．(安心） 
 健康面、経済面や人権

問題等で障害が起こって

も、適正・迅速に解決が

図られるようにする。 

１．（サークル活動） 
 大学からの体系的な支

援･指導が受けられるよ

うにする。 

戦略的な
目標領域
の設定 

目標は 2
層で表現
する 
 

1 層： 

基本目標 

中期計画１ 
（5-6 年）の

例 

３．（留学生対応） 
 留学生の学習支援体制 
を整備する。 

３．（学生の自主的プロジ

ェクト） 
 学生たちが学びの成果

を生かすことができる

ために自主的プロジェ

クトを促すことができ

るようにする。 

2 層： 
行動 
 目標１ 

・本学 50 余年の人材養成

の歴史から見た教育の特

徴を教材化する。 
・人材養成に関する COE
の研究成果も反映する。 

2 層： 
行動 

目標２ 

中期計画２ 
（5-6 年）の

例 

・オンデマンド授業「福

祉社会入門」を活用し、

双方向型の教育的コミュ

ニケーションを実感して

もらいつつ、入学後の問

題関心や学習意欲の増進

に寄与できるようにす

る。 
・本学の教育の到達点や

特徴(GP を含む)をわかり

やすく解説した教材を開

発し、入学後の学習イメ

ージの形成につなげる。 

・学内の学習・生活環境

や学生支援サービスにつ

いて分かりやすい冊子や

HP で提示する。同時に、

上級生がそれらを伝達す

る仕組みをつくる。 
・大学の歴史や現状、知

多地域を中心とした歴史

や文化について、教養科

目の中で伝えられるよう

にする。 

・教育開発研究センターを

設け、本学独自の教養教育

の開発を行う。 
・「教養」についての理解

を進めるため、教養科目の

説明も含めた冊子を作成

する。 
 

・学士取得要件の質的ス

タンダードを明確にした

コア・カリキュラムを確

立する。 
・卒業論文の全員履修化

を確立する。 
 

・教養演習の中で、文章作

成、プレゼンテーション、

ディベート、情報活用、図

書館活用などの力が身に

つくような運営をする。 
・英会話の抜本的強化を行

う。 

・学生一人ひとりが短期・

長期の学習目標、到達目標

を設定し、到達段階をチェ

ックできるようなシステ

ムを開発する。 
・学生一人ひとりの学習状

況に基づいた適切な助言

を行える仕組みを開発す

るとともに、助言者の力量

を開発する。

・優れた教育実践が交流で

きるように毎年 2 回の全学

FD フォーラムを行う。 

・学生による授業評価が授

業改善に生きるよう、教員同

士の相互評価を行う。 

・教員同士の授業参観を制

度化し適切な支援ができ

るようにする。 
 

・学内のバリアフリー化を一

層推進する。 

・防災対策を含む危機管理

対策を具体化する。 

・学外の治安対策を具体化

する。 

・学内盗難対策を具体化す

る。 

・障害学生のソフト面の支

援策を計画的に整備する。

・障害学生のキャリア開発

プログラムを開発する。 

・教授法やファシリテーショ

ンなどの講義技法の研修を

行う。 

・他大学との共同の取り組

みや、他大学の教員を招い

た研究会を行う。 

・教育改善についての組織

的な取り組みのために、ティ

ーム・ティーチングや教育ア

ドバイザー制度を設ける。 

 

・安心して心身の健康相談

ができる制度を策定する。 

・経済的に困窮している学

生の支援策を充実する。 

・留学生が日常的に日本人

学生と交流できるシステムを

つくる。 

・暴力・セクハラ・アカハラ・

人権問題の啓蒙活動を年

度始めに行う。 

・窓口で安心して相談できる

よう、職員(派遣を含む)の研

修を行う。 

・窓口のワンストップサービ

スのシステムをつくる。 

・館内原則禁煙、学内分煙

の具体化をする。 

 

・社会福祉士指定科目を含

む全学共通科目群・コース

を開発する。 
・学内外の教育・研究資源

を活用した、学外での見

学・体験学習プロ愚他無を

開発する。 
・e-learning などを活用し

て、学部・学科の枠を超え

た履修プログラムを開発

する。 
・留学生の日本語能力向上

のために、正規科目以外で

も日本語が身につく仕組

みをつくる。 
・留学生のキャリア開発プ

ログラムを開発する。 

・すべてのサークルに教職

員の顧問を配置する。 
・顧問の役割を明示する。 
・リーダーズトレーニング

を定期的に行う。 
 

・学生部と学生自治会・学

生会・生協総代会等との定

期的な協議会を設ける。 
 



 

 

３．（付属高校） 
 付属高校との青年期一

貫教育体系を完成させ

る。 

３．（大学に触れる） 
 学生同士や教職員との

ふれあいを促進し支援す

る。 

４．（学習力を高める） 
 学習技法を身に付けさ

せ、学習暦や能力の多様

性を視野に入れて、学生

の学習力を高める。 

３．（教養演習の全学展

開） 
 全学の教育資源を活用

し、現代の教養を一定

程度深く学ぶことがで

きるようにし、自ら考

えることを促すように

する。 

６．（CDP） 
 教育ミッションを実現

するために成果を補完す

る講座を開講し、キャリ

ア開発支援を行う。 

３．（安定） 
 事務システムや教室設

備等が安定的に運用され

るようにする。 

４．（通信・通学融合と三

元カリキュラム） 
 e-learning を活用し、

通学・通信教育を融合し

た新しい教育システムを

開発する。 ４．（高大連携） 
 本学の福祉人材養成と

教育・学習システムに理

解を示す高校と連携し、

学習動機付けのできるシ

ステムを開発する。 

７．（多様な進路先の拡

大） 
 本学の教育ミッション 
に基づいて要請した人材 
が活躍すべき多様な進路 
先を選定して拡大する。 

５．（キャリア教育） 
 学部の正課科目の中

で、キャリア意識の形成

ができるようにする。 

2 層： 
行動 
目標３ 

2 層： 
行動 
目標４ 

2 層： 
行動 
目標５ 

・自主的プロジェクトを促

進、支援するために、施設

および人的・経済的な援助

システムをつくる (学内

GP)。 

・従来の個別的プログラム

の実施を踏まえ、「共通の

理念や目標に基づく 7 年

間の一貫人材育成教育に

発展させるための見直し

を行う。 
・付属出身学生の 4 年間の

個別データを識別できる

管理システムをつくる。 

・全学部で春期セミナーを

行い、職員もクラスごとに

配置する。 
・全学共通科目の中で、レ

クリエーションワークを

取り入れ、コミュニケーシ

ョン手法を身に付けさせ

る。 
・クラスごとに複数の上級

生のサポーターを配置す

る。 
・アドバイザリーシートに

もとづく個人面接を強化

するために教職員のイン

テーク研修を行う。 

・専門教育担当教員を含む

専任教員による半期完結

の、学部を超えた教養演習

を設ける。 

・大学院科目の学部生への

開放システムをつくる。 
・大学院生による学部生指

導システムをつくる。 
・大学院で通用する英語ト

レーニングプログラムを

設定する。 

・高大連携の福祉大モデル

を明らかにして高校側に

提示する。 
・「出前講義」「大学講義体

験」への参加を積み重ね、

入学決定者には、行動目標

2 に沿った学習を提供す

る。 

・教育開発研究センターを

設け、本学の知のスタイル

の恒常的な革新をすすめ

る。 

・このセンターでは、学生

参加の新しいあり方を開

発する。 

 

・1 年生の前期各科目の中

で、情報リテラシー、プレゼ

ンテーション力、論文の書き

方、図書館利用法などがで

きるよう構成する。1 年後期

には、｢学生プロジェクト｣で

実践的に活用できるように

する。 

・力量が不足する学生には

CDP で講座を用意する。 

・全学・学部教育の学修達

成度検証システムを開発

する。 
・検証指標をもとに、学生

と教職員が一緒になって

学修達成度向上のための

意見交換の場を設ける。

・フィールドワークセメス

ターを設け、十分な現場体

験と高度な動機付けを行

う。 
・本格的な CO-OP 教育シ

ステムを開発する。 
・学部におけるネットワー

ク拠点を形成し、教育・研

究資源を蓄積する。 
・学年ごとに学生の実践力

を検証する場を設定する。

・フィールドワーク教育・

学習を全学的に推進する

ために、総合実習教育研究

センターを置く。 

・キャリア開発科目、イン

ターンシップ、実習科目な

ど、キャリア教育の正課授

業での具体化を図る。 
・学生自らがキャリア形成

を計画でき、進路を切り拓

く意識の持てる教育プロ

グラムを開発する。 
・職業観育成のための教育

を重視し、全学・学部の教

育プログラムとリンクし

たシステムの開発と教育

者の力量向上を図る。 
・大学・学部が重視する資

格関連科目の時間割上の

優先的配置を行う。 

・本学が特に輩出したい分

野(公務員・教員等)を強化

できる対策講座を準備す

る。その際、正課との相乗

効果を図る。 
・資格取得プログラムの充

実を図り、そのための条件

整備をする。 
・資格取得とその意義、進

路とのかかわりについて

学生に明示する。 
・CDP センターを教学組

織に位置づけ再編成する。

・多様な進路が存在するこ

とを教育できる力量を教

職員が備える。 
・本学の学生の特長を社会

に説明し、進路を開拓す

る。 

・教育活動の評価と現状分

析ができる組織と担当事務

局を置く。 

・学生の学習満足度を測る

システムをつくる。 
 

・履修登録、卒業・資格判

定、試験・成績管理等の事

務システムの安定的運用

の標準化を行う。 
・メディア機器の安定的運

用のためにアシスタント

を置く。 
・教学事務のワン・ストッ

プサービス化を検討する。

・通学･通信の双方の利点

を生かした、新しい教育方

法を開発し、徹底した少人

数教育ができるシステム

にする。 
・質の高いオン・デマンド

教材を開発できる体制を

つくる。 
・メディア教材作成支援を

充実する。 

 

 

３．（実践力養成） 
 実習、インターンシッ

プ、フィールドワークと 4
年間一貫したゼミ教育体

系とを接続させ、実践力

とキャリア意識を形成す

る。 

４．(学修達成度の検証) 
 学生たちが学修達成度

を自己検証できる参加型

評価指標とシステムを開

発する。 

５．（大学院教育との接

続） 
 大学院教育との接続プ

ログラムを開発し、生涯

学習へのモチベーション

を高める。 

３．（全学的推進組織） 
 持続的な教育改革を推

進することが可能となる

組織を設ける。 

４．（評価組織） 
 本学の教育活動の現状 
分析が恒常的にできるよ 
うにする。 

５．（学費制度） 
 新しい教育システムが

有効に機能するような学

費制度を開発する。 

６．（教員制度） 
 全学の教育システムの

目的を達成するために必

要な教員人事制度にす

る。 

・単位制学費を含めた制度

設計を行う。 

 

４．(低学力対応) 
 学力の低い学生の学力

向上プログラムを開発す

る。 

・補習・補完授業プログ

ラムを開発する。 
・単位過少取得学生に対

する支援策を定式化す


